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論文内容要旨

 本論文は北上山地南部に分布するジユラ系およひこれに連続する下部白亜系の層位対比かよぴ

 菊石動物群を論じたものである。上記の地層は北上山地南部において東,中,西の三帯に分れて分

 布しており,中帯はさらに唐桑,牡鹿両地域に,西帯は長の森,志津川,橋浦・十三浜,水沼の各

 地域に分れて分布している。このため全体を通じての対比と地史の考察には各地域毎の層序の確立

 とともにそれぞれの時代を明らかにしなければならない。このためにこの研究に壽いては野外調査

 による層序の確立とともに,時代指示者として最も有効な,しかし研究の遅れていた菊石化石の検

 討に重点をお・いた。

 なお,束帯にはジユラ系は存在せず下部白亜系のみなので今回の研究てはとりあつかっていない。

 〔西帯〕西帯のジユラ系は各地域を通じて志津川(下位)むよひ:橋浦(上位)の二層群が認め

 られる。

 水沼およひ橋浦・十三浜地域に分布する内の原層は,長石質で斜交層理を示し,化石は動物,植

 物とも欠いていて,北上山地南部のジユラ紀海侵の最初の堆積物である。時代については古生物学

 的資料に欠けているので明らかでないが,上位層との関係から最下部ジユラ系と考えてむく。しか

 し上部三畳系の可能性もない訳ではない。

 韮の浜層の下部は歴青質頁岩を王として,特異な半鍼性かよび海棲の斧足類を多産し,海侵初期

 の河口ないし三角州相を示す。化石は原地性を示すものが多く比較的静穏な潟湖のような環境の堆

 積物である。この岩相かよび動物群は各地域に広く追跡される。

 韮の浜層上部は石英質・粗の中粒砂岩を主とし,しばしば斜交層理を示し,三角貝V咄80厄αを

 主とする海棲二枚貝を多産する。その岩相蔚よび動物群からみて前者にぐらべてやや公海性の強い

 瀕海堆積物である。この韮の浜層上部層は志津川地域から橋浦・十三浜地域まで追跡されるが,水

 沼地域においては下部層と明瞭に区別されるこのような地層は存在せず,な冷引続き下部層と類似

 の岩相部が続いている。このため水沼地域においては志津川層群の模式地にむけるようには地層を

 区別することか出来ないので,韮の浜層と同時代のものから細浦層と同時代のものまでを含めて水

 沼層という地層名を用いた。

 韮の浜層の時代はその上部から産した菊石湿s碗伽3によリヘタンギアン中期を含むことは明ら

 かであるがその下限の時代については確定で窒ず三畳紀後期に達する可能性もある。

 細浦旛ほ細粒岩を王として.底凄鉱物ヒ石に乏しく菊石化石に喜んでいて韮の浜層よりやや沖合相

 を示す。菊石はヘタンギアン後期を示すScんZo孟ん8如宛,シネムリアン期を示寸㎞40cθ㎎s,トア

 ルシアン期を示す」%7切σ卯αS,(}四顧00θ盟S,EOSO%7θ富θ5,飽㎜碗00卯α%・よひアアレニアン

 期を示す加乞OC礎αS,P`α物ηα椛α`0σ8服S,翫伽C卯αSが認められる。水沼地域では水沼層の上部

 からSoπ窺短αお・よびど翻彿θ`ooθ四εを含むので,この地域では志津川層群の上限は志津川地域の

 ものよりわずかに新しい時代(アーレニアン最後期ないしバジヨシアン最早期)まで達しているか

 も知れない。
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橋浦層群

 荒砥崎層は三角貝を含む瀕海性堆積物て三地域を通じて広く追跡される。荒砥崎層の下底ほ削剥

 を示す不規則な而て細浦層に接していることが荒砥崎東岸,赤岩崎などて観察される。荒砥崎層ほ

 ジユラ紀の第二の海侵の初期の堆積物である。鑑定に堪える菊石化石は発見されていないが,時代

 は上下の地層との関係でほぼバジヨシ7ン早期のものである。

 荒戸層は細粒岩を主とし・三地域を通じて分布し層厚も比較的厚い。これはジユラ紀第二の海侵

 最盛期の堆積物てある。菊石化石は志津川地域から0εσo偬%s乙εs(s.s.〕,0砿。雁哲召8,Pα挽物_
 SO幅α・(;αγα幅毎㎜・B句0酉陀S・ムe螂OS焼物C孟8S(S、S.、,γε猟狛悌可惚惚SおよびK8仰`召γ¢_
 善因を産する。このうち最後のものを除きイジヨシアン後期を示す。橋浦地域からは鋭叩加島・ce5

 (s.s.〕,(}御伽ぬηα,0腕鋤s宛osホ乱%を産し,下部バジヨシアン階から中部力・ビアン階まで
 を含んでいることを示す。水沼地域からは絶卯陀地顔3が産出して卦り,志津力馳域のκ8卯∫8・卜

 孟e∫,橋浦地域の0配麗4co8捌2sと共に各地域とも上限は少くともカ・ビアン中期まて達してい

 ることが明らかになった。志津川地域で荒戸層の上位に(る袖浜層は再ひ砂質卓越相で海退期の堆
 積物であると考えられる。これと同様の地層は他の地域には欠けて詣・〕,橋浦・十三浜地方の十ミ
 浜層群堆積前に削剥されてし書つたものであろうっ袖浜層からはかってE毎規γ面ム醐,Rα紹幅α,、4鋭αcosp_
 屍初盆画面sの産出が報告されたことがある。今回の研究中にはこれらを確認することが出来なかっ
 たかフ袖浜層の時代はカ・ビアン期からチトニアン期?に及ぶものと考えてむく。

 橋浦・十三浜地域では荒戸層の上位に植物化石およひ半戯水性斧足類化石を含む十三浜層群が非

 整合に重なっている。時代を確実に示す化石はないが岩相および他地域の層序との関係から下部白亜
 系と考えるのが妥当である。

 〔中帯〕中帯のジユラ系は唐桑,牡鹿の両地域に分布し,その層序は相互に類似性がみられる
 が,西帯の各地域にむけるほどの一致性はみられない。したがって現在でもな寿中帯においては各
 地域毎に層,序区分を行なうのが妥当である。

 唐桑地方ではジユラ系は上下二つの層群に分けられる。下位のものを唐桑層群と呼ひ,小鰭,綱
 木坂の両層を含んでいる。

 小鰭層は主として砂岩からなり,西帯の荒砥崎層に近似の斧足類を含み,このためジユラ紀の第
 二¢梅侵が西帯,中帯同時に起つたという説もある。しかし上位の綱木坂の一部が少くとも細浦層
 上部と同時のものであるので捜の小鰭層を荒砥崎胤対比させるの撫理である。
 緋坂駄髄岩註としど菊石伽㎜・σ s識酬・一,伽吻 α8,〃。s。%γθデ`θ8,

 s・編漁・醐劇・一時産する・これらの菊石の示塒代掛アノレシラツ後期如しアア 
 アン期賜る・菊石の一鶴細薦上編・ら産する⑯と同胞もの槍み,本層の一部は細繍
 の上部と対比できる・本節ら砺1」にバ拍シア沖期を示すs`卿切。騰を産するので荒戸、腎
 の榔とも斌邸る・し齢って酷堺砥照臨融融㎜。cεγαsその他を産する層準と
 S龍悌α初σθ瓢sを産する層準との中間に対比されることになる。
 縢筋の上部の層轍鹿撫群と呼漁る・全体として砂岩醜の礁から砂,植物価を

 多産し動物化石は極めて乏しい。
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 基底の石割峠層は礫岩を主として,非整合に綱木坂層を沿おっている。これに引続ぐ舞根層,小

 小汐層は共に砂岩頁岩互層て三角溺堆積物であると推定される。小々汐層の砂岩は著しく石英質に

 富み源地における花崗岩類の削剥が暗示される。最上部からはチトニアン後期を示すS葡s`e麗γ←

 oθ7αsを産する。

 傾草層と小々汐層との関係は直接確認されないが,構造,岩相からみて一連のものと見倣せる。

 磯草層は癬厄α%ε`ぬ,丁充%翩翩勉。卯αs,β6丁幅α肥屈α,0め08比価臨s,S加商。卯αsなどの菊石

 を産し下部白亜系ペリアシアン階てある。

 磯草層の上位に乗る鼎ケ浦層は安山岩質溶岩,凝灰岩などの火山噴出岩類て下位層との関・係は不

 明てある。この上位の大島層はPα慨C幅oc卯αsが報告されていて上部オーテリグイアン階ないし,

 バレミアン階である。

 牡鹿地域の基底の月の浦層は菊石化石は産しないが,小鰭層と同一の堆積盆に堆積したものでト

 アルシアン期前後のものであろう。

 侍浜層は上部から0ω乞膨s,S師管。σ卯αs,Pα嘘お。勉αを産し,その時代はバジヨシアン後期で

 であり,荒戸層,綱木坂層の一部と同時のものである。

 荻の浜層は下部からC加∬α善和,魚∬α拓彿Dγ嬢舜郎,中上部からP砂船悌助碗鍔(s.s.),

 K悔照OS懐¢%喜闘を産し,バトニアン階から上部オクスフオーデイアン階までを含んでいる。

 小積峠層は0茗8COSp1認ηCオεS,窺孟んαCOCθγαSシA`αor乞OC6γαS,PαγαTαS8%乞α,Asp茗(100θγαSを産し

 下部キンメリツジ階の存在を示す。また上部から7かg就08擁伽侃¢S,血`αcos擁伽Cヵ0掘θSを産す

 るので少くとも下部チトニアン階まで含んでいる。荻の浜,小櫃峠両層は唐桑地域の石割峠,舞根,

 小々汐層にほぼ対比できる。

 牧の峠層は砂岩礫岩を主とするか菊石化石はまだ発見されていない。唐桑地域の小々汐層の最上

 部に対比される〇

 十八成層はPγoめ曜p幅脇照珈1α槻ゼなど"領石統"特有の二枚貝を産し,下部白亜系である。こ

 の地域のジユラ,白亜両系の境界は予察的に十八成層の基底に引いて苦く。

 鮎川層からはNeOComiti照eの産出が明らかにされたのでベリアシアン・期ないしヴ了うンジニア

 ン期を示し,唐桑半島の磯草層に対比できることが明らかになった。

 山鳥層は火山噴出岩類よりなり鼎ケ浦層に対比できる。

 以一上の各地域D層字をκ駁してみると,西帯,中帯間の層序の対立があきらプ・になる。このこと

 は西側と中央の堆積盆がジユラ紀谷時代を通じて統一されることなく,別個の堆積盆として別個の

 律動を行なってきたことを示している。

 本論文では終1〕,=北上山地南都Oジユラ系産の菊石17科41属71種(11新種を含む)の記載を行な

 った。
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 論文審査結果の要旨

 高橋治之提出の論文は南部北上山地ジユラ系の層位学的ならびに古生物学的研究と題して英文

 で二篇からなっている。

 前篇は下部白亜系ならびにジュラ系の層位学的研究で後篇はジユラ系アノモン貝化石の古生物学

 的研究である。

 前篇で詳しく述べてある様に北上山地南部に発達分布する下部白亜系ならびにジユラ系の地層は

 南北方向に三帯に区分されている。即ち,東帯,中帯,西帯である。束帯において,下部白亜系のみ

 が発達分布するが,中帯ならびに西帯においてはジユラ系の地層かよく発達分布することを明らか

 にしている。中帯においては,ジユラ系は二層群五層からなっているが,西帯においては三層群十

 層に地層が区分きれている。これらのジユラ系の地層は地理的に離れてはいるが,各々の地質構造,

 層序,岩相ならびに産出アンモン貝化石により相互関係が明らかにきれている。中帯および西帯の

 ジユラ系堆積盆は異ってはいるが,堆債当時の各盆地の後背地との関係から堆積物に極めて似た点

 があることを明らかにしている。北上南部の中帯においては中部ジユラ系から下部白亜系までよく

 発達分布するが,下部ジユラ系は欠けている。これに反して西帯においては下部ジユラ系から上部

 ジユラ系まで発達分布するが,ジユラ系最五部は西帯の水沼地区,橋浦,十三浜地区において欠除

 している。この事は海侵の方向が西から東の方に移った事を意味している。なお,西帯は中帯に比

 べてより早く陸化しているので上部ジユラ系が欠けている。また断層によりジユラ系の一部が欠け

 ていることも指摘している。

 本地域のジユラ系において化石は多く産するが,その分布は一様ではない。あるところでは三角

 貝が多いが,場所によってはSo物画幅αが多く出てくる。これらの二枚貝の産出状態と岩相から浅

 海性であることを明らかにしている。アンモン貝化石は平均に分布していないが,各層から発見報

 告している。アンモン貝化石は41属70種を記載しているが1そのうち11種は新種である。

 発表ずみ論文は4篇あるが,そのうち一篇は英文でいずれも北上山地南部の下部白亜系ならびに

 ジユラ系に関する地質学,古生物学の論文であって本研究に重要なものである。

 よって,高僑治之提出の論文は理学練士の学位論文として合格と認める。
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